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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、アジア各地における多様なアジア主義のビジョンと構造を解明し相互比較すると

共に、アジア主義ネットワークの生成過程を解明した。方法としては、国内外から選ばれた各

地域の専門研究者と各事例を議論することで、アジア主義に共通の構造と地域それぞれに固有

の特徴とを明らかにした。そうすることで、各地域におけるアジア主義を相対化して民族中心

的なバイアスから解放し、アジアにおける共同体の可能性と条件、各民族・国家の共生の可能

性を探ろうとした。 

 

研究成果の概要（英文）： 

This project analyzed various cases of “Asianism” in the Asian region. It also tried to 

explain their visions and structures and then to compare the different versions of Asianism 

with each other. Additionally, the project traced the creation of a network of Asianism.    

By discussing case studies with scholars with expertise on different areas of Asia from 

Japan and abroad, the project clarified the common structure of the Asianism and the 

differences of each case within the various areas of Asia. In the end, it tried to take 

research on Asianism in various areas of Asia beyond the tendency of ethnocentrism in 

order to think about the possibility and the conditions of an “Asian Community” and to 

imagine ways that various races and nations could live together peacefully. 
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１．研究開始当初の背景 

開始当初、濱下武志や杉原薫による 1990 年

代のアジア域内経済の業績に加え、山室信一

がアジア全体の中で日本のアジア主義を位

置づけると共に同時代の思想・文化の連鎖と

いう斬新な視角を問う研究を発表し、沖縄・

中国・韓国を踏まえてアジア主義を論じよう

とする米谷匡史、小中華主義の競合を論じる

古田博司、「大アジア」を陰謀史観という切

り口で語る海野弘などの斬新な研究も出た。

海外ではドアラが、満州国でのアジア主義を、

中国史・ナショナリズム・帝国主義・アイデ

ンティティ・モダニティなどの幅広い視野の

中で位置づけた。現実でも、アジア経済が台

頭し東アジア共同体論が脚光を浴びていた。

これらに刺激され、自民族中心的ではなく相

対的なアジア主義の像を探るために、広域比

較研究の立場から、内外から各国・各地域研

究の専門家を集めて議論する共同研究を志

した。 

 

２．研究の目的 

本研究は、｢アジア主義｣を「自地域を中心に

『アジア』をイメージすることで政治的･経

済的な機能を持たせられようとしたアジア

各地域に遍在するイデオロギー」と再定義し

た上で、アジア各地のアジア主義を相対化し、

それらの構造と生成過程、相互関係を検討す

る。即ち、｢アジア｣の構成やビジョン、帰属

ネットワークなどからその構造を明らかに

すること、構造的・内在的要因及び域外要因

によってアジア主義が生成されてくる過程

を解明すること、さらに各アジア主義相互の

競合･連鎖･統合の関係を検討することであ

る。これらを通じて各アジア主義を相対化し、

アジア地域における各国家・政治主体の共生

の可能性を探ることが、本研究の目的である。 

 

３．研究の方法 

各地の「中心性」を主張するアジア主義の事

例を集めることによって、逆に各地域のアジ

ア主義を相対化し、日本を中心として考えら

れてきたアジア主義のこれまでの研究状況

とは全く異なるところに、アジア主義を位置

づけ直す。その上で、各地域のアジア主義の

ビジョン・構造・相互関係を明らかにし、広

域比較を行うことで、アジア主義を捉え直す。 

 

４．研究成果 

(1) 本研究はまず、日本のアジア主義を相対

化するために、アジアにおける様々なアジア

主義の事例と比較しようと試みた。国内外に

おける第一線の研究者を招き、４年間にわた

る比較研究のシンポジウムを開催した結果、

アジア各地におけるアジア主義が実に多様

であり、日本で考えられている「アジア主義」

が、日本独特の磁場にあることが明らかにな

った。アジア主義の具体的な事例のビジョン

とネットワークを分析したこと自体に大き

な意味があるが、さらに、アジア主義の相対

化により自民族中心的なバイアスを補正し、

共存・共助のための条件を探ることができる

ようになった。 

(2) 本研究によって、アジア主義についての

新たな理論的知見が明らかになった。それは、 

① 西洋列強に圧迫された背景を持つ歴史的

なアジア主義と、現在におけるアジアの

経済発展を背景とする地域主義との関係

を、どう理解するかについて考察した。

本研究では両者を別のものとして考えな

がらも、連続性について検討を続け、戦

前のアジア主義と戦後のアジア地域統合

との関係を理解する緒として、第二次世

界大戦前後のアジアにおける資本主義及

び政治経済体制の変容という手がかりに



辿り着くことができた。 

② 本研究はアジア主義の分析にあたって、

全般的な類似性を前提とするのではなく、

各地域・各時期における固有性を明らか

にしようとした。「ウチ」「アジア」「ソト」

という三つのアイデンティティという観

点から「アジア」観を検討し、それぞれ

のアジア主義の背景となるビジョンを明

らかにするよう留意したことで、各地

域・各民族に特有な要因が明らかとなっ

た。それらを比較することで、通商経済、

労働力、宗教、イデオロギー、政治的操

作、政治参加運動、友情を含む情念、  

「帝国」についての歴史的記憶や制度化、

社会集団、「他者」との遭遇などの、アジ

ア主義に重要な要素を析出した。 

③ アジア主義の分析にあたって、本研究は

ネットワーク分析を導入することで、歴

史叙述におけるダイナミズムと理論的検

討の可能性を高めることができた。アジ

ア主義の背後にある地域認識、ユーラシ

アやイスラームなどの広域圏、アメリ

カ・イギリス・オーストラリア・ロシア

などの域外要因、異種ネットワークの接

触・交叉するコンタクト・ゾーンなどの

論点を抽出した。アジア主義を形成する

「他者」要因としての「西洋」概念につ

いて従来の一枚岩的な理解を否定すると

共に、アジア主義のハイブリッド性や両

義性等の特徴も析出した。また、ヨーロ

ッパ統合との比較においてアジア統合を

検討した。 

(3) 研究代表者が 2010 年に刊行した『「大東 

亜戦争」はなぜ起きたのか』は国内外で反響 

を呼び、浜由樹子『ユーラシア主義とは何か』、 

吉澤誠一郎『清朝と近代世界１９世紀』、中 

島岳志『朝日平吾の鬱屈』、大賀哲『東アジ  

アにおける国家と市民社会』など、地域主義 

やアジア主義と宗教・社会との関係、ナショ 

ナリズムとアジアの関係などで話題とな 

った単著が刊行された。また成果の多くは、

国際漢学会議、世界歴史家会議を始めとする

内外の学会で発表された。本研究の成果のダ

イジェストとして、最終年度末に松浦編著

『アジア主義は何を語るのか』が刊行された。 

 (4) 中国研究者やドアラ、アイドゥン、孫

歌といった、地域研究やアジア研究など世界

の最先端の研究者と議論を通じて、新たな世

界的ネットワークを構築することができ、今

後のアジア主義研究のさらなる発展を実現

する基盤を築くことができた。 
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